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寄
付
条
例
を
導
入
し 

自
主
財
源
確
保
と 

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を 

互
　

金
次
郎 

安
心
し
て
外
出
で
き
る 

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」 

設
置
を 

五
十
嵐
惠
千
子 

単
品
ス
ラ
イ
ド
条
項 

適
用
に
つ
い
て 

小
野
　
潔 

（問）
　「
寄
付
条
例
」
は
、
自
治
体

が
あ
ら
か
じ
め
自
然
保
護
や
福
祉

充
実
な
ど
複
数
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー

を
示
し
、
全
国
の
個
人
や
団
体
に

政
策
を
選
ん
で
寄
付
し
て
も
ら
い
、

そ
れ
を
基
金
と
し
て
積
み
立
て
、

目
標
額
に
達
し
た
ら
事
業
化
し
て

政
策
を
実
行
す
る
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。 

　
自
治
体
に
と
っ
て
の
自
主
財
源

を
確
保
す
る
と
同
時
に
、
住
民
参

加
型
の
施
策
推
進
を
促
す
効
果
も

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
年

４
月
１
日
現
在
、
２９
都
道
府
県
に

ま
た
が
る
６２
の
県
市
町
村
が
導
入

し
て
い
ま
す
。 

　
新
た
な
財
源
の
確
保
と
市
民
と

行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
具

体
的
な
施
策
と
し
て
、「
ま
ち
づ

く
り
寄
付
条
例
」
の
導
入
を
検
討

し
て
は
。 

（答）
市
長
　
先
進
他
市
の
状
況
を
鑑

み
て
も
寄
付
条
例
の
導
入
を
き
っ

か
け
に
新
た
な
自
主
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
が
出
来
る
と
同
時
に
、

市
民
が
寄
付
と
い
う
行
為
に
よ
り

市
民
自
ら
の
思
い
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
手
法
を
得

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
制
度
の

実
施
に
は
解
決
す
べ
き
課
題
も
あ

り
、
今
後
寄
付
を
ど
の
よ
う
な
方

法
で
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
べ
き

か
、
ど
の
よ
う
な
手
法
に
よ
り
取

り
組
む
こ
と
が
よ
い
か
を
検
討
し

ま
す
。 

 

国
の
財
政
支
援
を
活
用
し
住
民 

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
無
料
化
を 

（問）
　
住
基
カ
ー
ド
は
、
郵
便
貯
金

や
銀
行
口
座
の
新
規
開
設
な
ど
公

的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で

き
、
特
に
運
転
免
許
証
等
を
持
た

な
い
高
齢
者
に
は
大
変
有
効
で
す
。

平
成
２２
年
度
ま
で
の
国
の
財
政
支

援
を
活
用
し
カ
ー
ド
の
無
料
化
は
。 

（答）
市
長
　
本
人
確
認
書
類
と
し
て

運
転
免
許
証
や
写
真
付
き
住
基
カ

ー
ド
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
す
で
に
１
３
２
０

枚
が
交
付
さ
れ
５
０
０
円
の
手
数

料
を
徴
収
し
て
お
り
、
平
成
２２
年

度
ま
で
期
間
を
限
定
し
た
無
料
化

は
市
民
に
不
公
平
感
を
感
じ
さ
せ

て
し
ま
い
、
無
料
化
は
難
し
い
と

考
え
ま
す
。 

（問）
　
過
日
、
子
育
て
中
の
ヤ
ン
グ

ミ
セ
ス
か
ら
「
市
内
の
公
園
や
公

共
施
設
へ
、
授
乳
や
オ
ム
ツ
替
え
、

親
子
で
の
ト
イ
レ
利
用
な
ど
の
配

慮
を
」
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
と
外
出
し
た
際
に
気
軽

に
立
ち
寄
っ
て
利
用
で
き
る
場
所

と
し
て
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
設
置

を
提
案
し
ま
す
。
ご
見
解
を
。 

（答）
健
康
福
祉
部
長
　
専
用
の
ベ
ビ

ー
シ
ー
ト
や
ベ
ッ
ド
が
無
い
公
共

施
設
に
お
き
ま
し
て
も
、
一
部
の

施
設
を
除
き
、
必
要
な
場
所
の
提

供
な
ど
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。「
お
知
ら
せ
版
の
掲
示
」
は

周
知
の
方
法
を
、「
マ
ッ
プ
・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
へ
の
掲
載
」
は

掲
載
内
容
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

「
既
存
設
備
の
工
夫
や
新
設
及
び

改
修
で
の
積
極
的
機
能
導
入
」
は

施
設
管
理
者
と
検
討
し
ま
す
。 

 

ゲ
リ
ラ
豪
雨
治
水
対
策
を 

（問）
　
８
月
３０
日
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
を

教
訓
に
地
域
住
民
と
連
携
し
、
土

の
う
積
み
や
通
行
止
め
の
速
や
か

な
対
応
を
。
地
域
別
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
作
成
、
災
害
情
報
メ
ー
ル
等

の
導
入
を
。
ま
た
、
特
に
栄
町
１

区
か
ら
９
区
（
加
藤
平
沼
線
の
南

側
地
域
）・
保
３
区
・
保
２
区
北

等
の
内
水
被
害
解
決
の
た
め
、
中

央
公
民
館
東
側
地
域
等
へ
調
整
池

の
設
置
を
図
る
等
、
都
市
計
画
税

導
入
に
よ
る
、
治
水
対
策
の
充
実

を
。 

（答）
市
民
生
活
部
長
　
迅
速
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域

の
自
主
防
災
組
織
等
で
の
交
通
規

制
や
、
事
前
に
土
の
う
・
資
材
配

布
す
る
事
は
有
効
と
考
え
ま
す
の

で
、
他
の
地
域
へ
も
働
き
掛
け
ま

す
。
市
内
道
路
冠
水
状
況
図
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
で
き
る
よ
う

現
在
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

（答）
都
市
建
設
部
長
　
都
市
計
画
税

が
決
定
し
た
事
業
に
活
用
で
き
ま

す
の
で
推
進
案
を
図
り
ま
す
。 

 

完
全
予
約
制
「
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
」
の
導
入
検
討
を 

（答）
政
策
室
長
　
現
状
況
と
新
駅
設

置
な
ど
の
将
来
的
な
交
通
行
動
を

見
据
え
、
交
通
全
体
の
整
合
性
を

図
り
、
運
行
形
態
を
研
究
し
ま
す
。 

（問）
　
昨
今
の
原
油
高
に
伴
い
物
価

の
高
騰
を
ま
ね
い
て
い
る
現
在
、

市
発
注
の
建
設
請
負
業
者
の
方
よ

り
工
事
材
料
の
高
騰
分
を
な
か
な

か
価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
と
の
声

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
当
市
に
お

い
て
も
単
品
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
基

準
を
定
め
適
用
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。 

（答）
総
務
部
長
　
９
月
１
日
か
ら
「
鋼

材
類
、
燃
料
油
」
の
特
定
２
品
目

に
つ
い
て
適
用
さ
せ
ま
し
た
。
ま

　 

公
明
党
を
代
表
し
、
賛
成
の
立
場

で
討
論
し
ま
す
。 

　
平
成
１９
年
度
の
決
算
額
は
、
歳

出
総
額
１
６
３
億
４
８
１
万
４
千

円
で
、
前
年
度
と
比
べ
４
億
１
千

１
２
４
万
２
千
円
の
減
。
ま
た
、

歳
入
総
額
は
１
７
０
億
５
千
７
４

８
万
８
千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

３
億
２
千
２
９
３
万
７
千
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
歳
出
の
主
な
特
徴
と
し
て
は
、

児
童
手
当
制
度
の
拡
充
な
ど
に
よ

る
扶
助
費
の
増
額
、
普
通
建
設
事

業
費
に
つ
い
て
は
、
中
央
中
学
校

の
耐
震
・
大
規
模
改
修
工
事
の
終

了
で
の
減
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、
所
得
譲

与
税
か
ら
個
人
住
民
税
に
税
源
移

譲
さ
れ
た
こ
と
や
、
定
率
減
税
が

廃
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
方
税

が
増
と
な
っ
た
反
面
、
地
方
交
付

税
、
国
庫
支
出
金
が
減
に
な
っ
た

こ
と
や
、
地
方
債
の
抑
制
な
ど
に

よ
っ
て
、
総
額
で
は
減
少
し
て
い

る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で

「
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
」
の

推
進
、
国
・
県
補
助
金
、
支
出
金

や
市
債
の
発
行
な
ど
特
定
財
源
を

効
率
的
・
効
果
的
に
活
用
し
た
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

　
注
目
す
べ
き
幾
つ
か
の
点
は
、

①「
市
民
活
動
補
償
制
度
」
創
設
。

②
乳
幼
児
医
療
費
窓
口
払
い
廃
止
。

③
児
童
虐
待
防
止
「
吉
川
市
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
設
置
。

④
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
。

⑤
吉
川
市
防
犯
推
進
計
画
の
策
定
。

⑥
吉
川
中
央
第
１
調
整
池
の
整
備
。

⑦「
一
店
逸
品
事
業
」
の
推
進
。

⑧「
吉
川
市
民
講
座
」
の
充
実
。

⑨
中
曽
根
小
耐
震
・
大
規
模
工
事
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

　
今
後
も
、
市
民
生
活
の
安
定
と

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
主
眼

を
置
き
、
財
源
の
確
保
策
と
財
政

健
全
化
へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

推
進
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
い
た

し
ま
す
。 

　
平
成
１９
年
度
吉
川
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

賛
成
の
立
場
で
討
論
い
た
し
ま
す
。 

　
平
成
１９
年
度
の
決
算
額
は
歳
出

総
額
お
よ
そ
１
６
３
億
５
０
０
万

円
で
あ
り
、
対
前
年
度
比
４
億
１

千
１
０
０
万
円
の
減
、
率
で
２．５
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
総

額
は
、
お
よ
そ
１
７
０
億
５
千
７

０
０
万
円
で
あ
り
、
対
前
年
度
比

３
億
２
千
３
０
０
万
円
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。
市
税
に
つ
い
て
は
、

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
税
源
移
譲

や
定
率
減
税
の
廃
止
な
ど
で
、
お

よ
そ
７
億
８
千
５
０
０
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
反
面
、

地
方
譲
与
税
は
４
億
３
千
８
０
０

万
円
の
減
で
す
。
ま
た
、
減
税
補

て
ん
特
例
交
付
金
、
減
税
補
て
ん

債
を
合
わ
せ
て
２
億
７
千
１
０
０

万
円
の
減
。
地
方
交
付
税
も
１
億

２
千
３
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
て

お
り
、
地
方
に
と
っ
て
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
下
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る

と
と
も
に
、
国
、
県
の
補
助
金
制

度
の
有
効
的
な
活
用
を
図
り
、
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
お

願
い
し
た
い
。 

　
次
に
、
総
合
振
興
計
画
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
見
る
と
、「
安
全
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
そ
の
実
現

に
向
け
防
犯
推
進
計
画
が
策
定
さ

れ
、
市
民
の
身
近
な
場
所
で
発
生

す
る
街
頭
犯
罪
な
ど
に
対
し
大
き

な
予
防
効
果
が
発
揮
で
き
る
も
の

と
思
い
ま
す
。「
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
は
保

育
所
入
所
待
機
児
童
対
策
に
民
間

保
育
所
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
、
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
に
資
す

る
も
の
と
評
価
し
て
お
り
ま
す
。 

他
の
事
業
も
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、

工
夫
、
節
減
し
な
が
ら
初
期
の
目

的
を
達
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

も
本
格
的
な
分
権
時
代
に
入
り
、

地
方
交
付
税
の
削
減
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
収
納
率
の
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
財
政
の
健
全
化
の

推
進
を
期
待
し
ま
す
。 

　
平
成
１９
年
度
決
算
は
、
吉
川
の

「
財
政
健
全
化
３
ヵ
年
計
画
」
の

中
間
の
年
。
厳
し
い
財
政
事
情
や

国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
財
政

構
造
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、

大
筋
に
お
い
て
苦
心
の
編
成
と
予

算
の
執
行
で
あ
っ
た
と
受
け
と
め

て
い
る
。
事
務
事
業
評
価
の
内
容

は
、
５
７
４
事
業
に
及
び
平
成
２０

年
度
に
は
施
策
ご
と
の
評
価
シ
ス

テ
ム
、
資
産
、
負
債
の
全
体
が
わ

か
る
新
会
計
制
度
の
導
入
も
予
定

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
申
し

上
げ
た
上
で
以
下
の
３
点
に
つ
い

て
特
に
留
意
を
要
望
し
た
い
。 

▽
東
埼
玉
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
拡
張
事

業
。
こ
の
事
業
は
新
駅
周
辺
整
備

事
業
を
優
先
す
る
と
の
理
由
で
唐

突
に
中
断
さ
れ
た
。
進
出
予
定
の

関
係
企
業
、
地
権
者
、
県
出
向
の

専
従
の
次
長
ら
担
当
職
員
の
驚
き
。

損
失
と
信
用
の
失
墜
。
２２
年
度
再

開
に
努
力
す
る
と
の
答
弁
も
あ
っ

た
が
、
説
明
と
責
任
あ
る
今
後
の

取
り
組
み
を
。 

▽
沼
辺
公
園
線
改
良
工
事
。
中
央

中
学
校
前
か
ら
吉
川
団
地
南
の
わ

ず
か
４
３
５
ｍ
。
こ
の
道
路
改
良

が
３
ヵ
年
計
画
で
３
分
の
１
ず
つ

の
実
施
へ
。
財
政
難
と
は
言
え
、

あ
ま
り
に
杓
子
定
規
。
利
用
者
の

利
便
、
作
業
効
率
、
予
算
執
行
の

妥
当
性
。
お
か
し
く
な
い
か
。 

▽
き
よ
み
野
の
防
犯
街
灯
工
事
。

バ
ス
通
り
が
暗
く
、
平
成
１９
年
度

に
４
基
設
置
。
平
成
２０
年
度
以
降

も
増
基
の
予
定
。
こ
こ
は
Ｕ
Ｒ
・

都
市
機
構
が
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
電
線
地
中
化
の
基
盤
整
備

を
施
し
て
い
る
が
、
吉
川
市
は
費

用
が
２
倍
以
上
か
か
る
と
地
上
に

電
線
を
張
っ
て
整
備
。
先
行
投
資

は
生
か
さ
れ
ず
景
観
上
も
問
題
。

市
に
移
管
さ
れ
る
前
に
点
検
し
、

Ｕ
Ｒ
負
担
で
整
備
す
べ
き
こ
と
で

は
な
か
っ
た
か
。
同
じ
Ｕ
Ｒ
施
行

の
「
駅
南
」
に
つ
い
て
、
同
じ
誤

り
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う

留
意
し
て
欲
し
い
。 

山
　
　
勝
他 

自
由
民
主
党
吉
川
市
議
員
団 

伊
藤
　
正
勝 

市
民
改
革
ク
ラ
ブ 

ベビーベッド（市役所） 


